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大越地区隊消防団組織図 地域の安全安心を守る
　　　田村市消防団

No.3

消 防 団 だ よ り

消
防
団
の
組
織
や
活
動
内
容
な
ど
を
紹
介
す
る
「
消
防
だ
よ
り
」
の
第
３

回
目
は
、
大
越
地
区
隊
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
越
地
区
隊
は
、
地
区
隊
長
を
筆
頭
に
計
６
人
の
本
部
員
と
、
各
地
域
を

統
括
す
る
分
団
長
２
人
、
副
分
団
長
２
人
、
部
長
６
人
、
班
長
12
人
、
団

員
１
５
０
人
の
ほ
か
、
女
性
消
防
団
員
20
人
の
計
１
９
８
人
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
車
両
は
ポ
ン
プ
車
３
台
と
積
載
車
６
台
、
軽
積
載
車
６
台
の
計

15
台
を
所
有
し
、
機
動
力
を
生
か
し
な
が
ら
地
元
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い

よ
う
団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
無
火
災
広
報
な
ど
で
予
防
消
防
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
や
機
械
器
具
点
検
を
行
い
、
緊
急
の
火
災
出
動

に
も
備
え
て
い
ま
す
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
！

田村市消防団
大越地区隊

隊長　大橋健二

　
大
越
地
区
隊
管
内
は
住
民
の
皆
様
の
防
災

意
識
が
高
く
、
お
か
げ
さ
ま
で
災
害
が
少
な

い
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
消
防
活
動

で
は
地
域
を
あ
げ
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

今
年
の
春
季
検
閲
で
は
無
火
災
分
団
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
来
年
度
も
表
彰
さ
れ
る
よ
う

大
越
地
区
隊
と
し
て
、
よ
り
一
層
努
力
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　
大
越
地
区
隊
は
、
地
区
隊
本
部
と
２
つ
の

分
団
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
第

２
分
団
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
第
２
分
団

は
上
大
越
地
区
の
一
部
と
早
稲
川
、
牧
野
、

栗
出
地
区
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
市
消
防
操
法
大
会
で
は
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。
田
村
消

防
署
大
越
分
遣
所
の
皆
様
や
、
訓
練
部
の
指

導
を
受
け
た
お
か
げ
で
、
見
事
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
消

防
活
動
に
生
か
し
な
が
ら
、
技
術
向
上
の
た

め
、
さ
ら
に
訓
練
を
積
ん
で
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
台
風
に
よ
る

風
水
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
緊
急
出
動
に

も
備
え
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ

う
大
越
地
区
隊
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
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佐藤  善嗣

第１分団
分団長　宇佐美　隆

第２分団
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庶務副分団長
浅理　友一
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訓練分団長
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ラッパ隊・女性団員担当訓練担当

▲小型ポンプ操法の部で優勝した大越地区隊第２分団の要員と幹部、団員

▲ポンプ車の部で優勝した船引地区隊移分団

第
５
回
田
村
市
消
防
団

消
防
操
法
大
会

　

６
月
22
日
、
常
葉
運
動
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優
勝	

船
引
地
区
隊
移
分
団

準
優
勝	

常
葉
地
区
隊
第
１
分
団

第
３
位	

滝
根
地
区
隊
第
３
分
団

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優
勝	

大
越
地
区
隊
第
２
分
団

準
優
勝	

都
路
地
区
隊
岩
井
沢
分
団

第
３
位	

滝
根
地
区
隊
第
３
分
団

　

ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
船
引

地
区
隊
と
大
越
地
区
隊
は
、
７

月
27
日
、
小
野
町
で
開
か
れ
た

第
５
回
田
村
支
部
消
防
操
法
大

会
に
田
村
市
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

庶務副分団長
浅理　友一

庶務分団長
白石　和浩

ラッパ隊・女性団員担当

田
村

・
ひ
と

・
さ
と

・
ゆ
め

８

た
む
ら 

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

 No. ４

　田村市少年の主張大会の常葉支部
大会が７月５日、文化の舘ときわで
開かれました。常葉の各小学校５、
６年生の代表６人が、日頃感じてい
ることや将来の希望などを堂々と発
表しました。		
　ホールには市民や保護者など約８０人が聴講に訪れ、発表した一人一人の児童に温かい
大きな拍手を送っていました。結果は次のとおりです。（敬称略）
●最優秀賞：本田みう ( 西向小６年 )　演題「みんなを笑顔に」
●優秀賞：吉田愛梨朱 ( 関本小５年 )、木幡蒼空 ( 常葉小６年 )、渡邊千磨 ( 西向小５年 )、
　　　　　坪井凜 ( 関本小６年 )、吉田悠里 ( 常葉小５年 )

力強い主張に大きな拍手

　市内の立地企業と高校で進路指導を担当する
教諭等との懇談会が７月４日、常葉公民館で開
かれました。
　市内の企業に就職を希望する高校生の採用と
定住促進を目的として開かれたこの会合には、
船引高校をはじめとする８校の進路指導の担当
教諭と、市内に立地する企業２４社の採用担当
者が出席しました。互いの担当者は、新卒者の
採用について活発な情報交換を行いました。

採用に向け活発な情報交換

　市は、磐越自動車道の船引三春―小野インタ
ーチェンジ間の大越町牧野地内に設置を計画し
ている「田村中央スマートＩＣ ( 仮称 )」の供用
開始に向け、地区協議会を設立しました。
　６月２６日に開いた初会合では、出席した市
や国、県、警察、東日本高速道路㈱などの関係
者が実施計画を了承し、今後の事業の流れを確
認しました。
　現在、船引三春ＩＣと小野ＩＣの距離は２０．５
㎞と長く、この区間に住む近隣住民にとって高
速道路が利用しにくい状況にあります。スマー
トＩＣが完成すれば、市民の生活をはじめ、救急

医療や産業、観光などの面で利便性の向上が期待できます。
　【スマートインターチェンジの概要】
　●運用形態：２４時間　●対象車種：ＥＴＣ車載器を搭載した全車種　●利用形態：一旦停
止型、フルインター ( 上下線ともに出入り可 )　●監視体制：上下集約型　●連結予定施設：
市道堀之内線

スマートＩＣの設置へ本格始動
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（仮称）田村中央スマートＩＣ

         約11.0㎞

約
9.5㎞

（仮称）田村中央スマートインターチェンジ　位置図


